












け、毎 年 ド イ ツ で 刊 行 さ れ て い る『ヨ ー ロ ッ パ 昔 話 学 会 誌』
Veröffentlichung der Europäischen Märchengesellschaft（以下 VEMGとも
略記）、および 2010 年現在、第 13巻までが刊行されている空前絶後の『昔
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1 『ヨーロッパ昔話学会誌』



































































［4］第 29 巻（2004 年）「言葉の魔術と語の魔法／夢の家と雲の城」























［5］第 30 巻（2005 年）「ホモ＝ファーベル―昔話と伝説における職人
芸／ 失 わ れ た 楽 園 ― 獲 得 さ れ た 王 国」Homo faber-Hand-
















［6］第 31 巻（2006 年）「昔話と神話における北方の声／昔話と魂」



















話における法と正義」Dunkle Mächte im Märchen und was sie



















ける城と宮殿、門と塔」Der Vater in Märchen, Mythos und















［9］第 34 巻（2009 年）「民 話 の ア イ ル ラ ン ド／ 幸 せ な 結 末」

















［10］第 35 巻（2010 年）「奈落の淵の冒険／昔話におけるアウトサイ

































［1］第 1部 1 昔話と中世／ 2 パルツィファル論／ 3 中世の聖者伝
［4］第 1部「言葉の魔術と語の魔法」1〜5
［7］第 1部「昔話における闇の力」1〜5
［9］第 2部 3暗黒の昔話／ 4 伝説（恐怖の結末）
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分の考察（［7］第 1部、［9］第 2部、［10］第 1部）は魅力的で、ジャンル
論および人間の心の深層部分に光を当てる心理学と密接に関連している。
b 民俗学
［1］第 1部 3悪魔／ 5愚者
［2］4蛇と竜
［3］第 1部 2呪い
［4］第 1部 4 動物・植物・事物の言葉 第 2部 1妖精
［5］第 2部「失われた楽園」1〜3
［6］第 1部 1海のモティーフ 第 2部 4沖縄（シャーマニズム）
［9］第 1部「民話のアイルランド」1〜3
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e 芸術学












『昔話百科事典』Enzyklopädie des Märchens（EM）は、1977 年に第 1












項目が収録されている。昔話 Märchen（第 9 巻）、伝説 Sage（第 11 巻）、




動物や植物、例えば鴉 Rabe（第 11 巻）や蛇 Schlange（第 12 巻）、ある
いは百合 Lilie（第 8 巻）や薔薇 Rose（第 11 巻）等の他、空想上の動物と
して竜Drache（第 3巻）についての項目があり、また魔女 Hexe（第 6 巻）
や悪魔 Teufel（第 13 巻）、妖精 Fee（第 4 巻）等、昔話に頻繁に登場する
存在が詳述されている。社会史とも関連する項目としては、例えば、結婚式
Hochzeit（第 6 巻）、母権制 Matriarchat（第 9 巻）と父権制 Patriarchat
（第 10巻）などが貴重な情報を与えてくれる。他に、楽園 Paradies（第 10
巻）やアイルランド Irland（第 7 巻）等の国、そして呪的逃走 magische
Flucht（第 9巻）といった昔話の最重要モティーフが解説されている。
c 社会史
社会を構成する男 Mann（第 9巻）と女 Frau（第 5巻）―この二項目は
幾つかの類型に分けて特に詳しく叙述されている―、また王（妃）König
（in）（第 8巻）、支配者 Herrscher（第 6 巻）等の身分や、農夫 Bauer（第 1
巻）や職人 Handwerker（第 6 巻）といった職業についての叙述も詳しい。
後者では、さらに粉屋 Müller（第 9巻）や仕立屋 Schneider（第 12巻）等
が別個に記述されている。社会の秩序を支える法 Recht（第 11巻）や正義
Richtigkeit（同）等の他、社会の周縁あるいは枠外に位置する（とされる）
アウトサイダー Außenseiter（第 1巻）は、ハンセン病 Aussatz（第 1巻）、
乞食 Bettler（第 2巻）、刑吏 Henker（第 6 巻）、身体障害者 Krüppel（第 8
巻）、売春 Prositution（第 10 巻）、皮はぎ職人 Schinder（第 12 巻）、ジプ
シー Zigeuner（in）（未刊）等の項目に分類・解説されている。（特に封建




（深層）心理学の創始者 S・フロイト Freud（第 5巻）や集合的無意識で
有名な C・G・ユング Jung（第 7巻）の項目の他、このジャンルでは、心理
学 Psychologie（第 10巻）、心理療法 Psychoterapie（同）、エロス Eros（第






いては、ＥＭの中の絵物語 Bilderbogen（絵の典拠 Bildquellen第 2巻）、映


































































































されていることが分かる。例えば、王と臣下（第 26 巻）、男と女（第 27
巻）、父権と母権（同）、共同体とアウトサイダー（第 30巻／ 35巻）、光と










ロッパの昔話』Das europäische Märchen（Form und Wesen, 8. Aufl.,









＊ Veröffentlichung der Europäischen Märchengesellschaft
Bd. 26 Als es noch Könige gab, Heinrich Hugendubel Verlag, Kreuzlingen/München,
2001.
Bd. 27 Mann und Frau im Märchen, 2002.
Bd. 28 Der Wunsch im Märchen/Heimat und Fremde im Märchen, 2003.
Bd. 29 Sprachmagie und Wortzauber/Traumhaus und Wolkenschloss, Königfurt Verlag,
Krummwisch bei Kiel, 2004.
Bd. 30 Homo faber-Handwerkskünste in Märchen und Sagen/Verlorene Paradiese-
gewonnene Königreiche, 2005.
Bd. 31 Stimme des Norden in Märchen und Mythen/Märchen und Seele, 2006.
118
Bd. 32 Dunkle Mächte im Märchen und was sie bannt/Recht und Gerechtigkeit im
Märchen, 2007.
Bd. 33 Der Vater in Märchen ,Mythos und Moderne/Burg und Schloss, Tor und Turm im
Märchen, 2008.
Bd. 34 Märchenhaftes Irland/Vom glücklichen Ende, 2009.
Bd. 35 Abenteuer am Abgrund/Außenseiter im Märchen, 2010.
＊ Enzyklopädie des Märchens, Handwörterbuch zur historischen und vergleichenden
Erzählforschung, hrsg.von Kurt Ranke, Walter de Gruyter Verlag, Berlin/New York
Bd. 1, 1977/Bd. 2, 1979/Bd. 3, 1981/Bd. 4, 1984/Bd. 5, 1987/Bd. 6, 1990/Bd. 7, 1993/Bd. 8,
1996/Bd. 9, 1999/Bd. 10, 2002/Bd. 11, 2004/Bd. 12, 2007/Bd. 13, 2010.
注 参考文献一覧と注釈は、「報告書」の性格上、本稿では省略する。
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